
災害への備えは大丈夫ですか？

なんでも南部分署

近年、全国的に豪雨や台風による大規模災害が相次いで発生
しています。これまで災害による被害が少なかった地域でも、
予想以上の降雨や地震等により災害が発生する可能性が考えら
れることから、常日頃から、食料、生活用品等の準備や避難要
領を確認するなど、起こりうる災害に備えることが大切です。

1　予防的避難の重要性
台風や大雨は、地震と違い、事前にある程度危険性を予測す

ることが可能です。「このくらいなら大丈夫だろう」と過信する
ことなく、最新の気象情報を参考に、危険が迫る前の明るい時
間帯に予防的避難を心掛けましょう。

2　正しい防災情報の入手
災害から身を守るためには、最新かつ正確な防災情報を入手

することが重要です。インターネットは情報を入手するのに有
効な手段ですが、偽・誤情報が含まれる可能性があることを認
識し、安易に信じて行動せず、自治体のホームページ等で正確
な情報を入手しましょう。また、安易に偽・誤情報を投稿・拡
散しないようにしましょう。

3　予想される風水害
降った雨が大量に土壌に含まれると土砂崩れや土石流が発生

する可能性があります。急傾斜地は特に土砂崩れ等が発生する
危険性が高くなります。

4　危険な行為
雨風が強いときに、『田畑の様子を見に行く』『屋根等の高所

で作業をする』などの行為は大変危険です。絶対にやめましょう!!

5　備蓄食料等の準備　〜無駄にならない日常備蓄〜
日頃利用している食料品や生活必需品を少し多めに購入して

おく「日常備蓄」ならば比較的簡単で無駄にならない備蓄ができ
ます。ライフスタイルにあわせて家庭で必要なものを準備して
おきましょう。

河川やプール等での
水の事故を防止しよう！

夏は河川でバーベキューをしたり、プール等に出かけたりす
る機会が増えて楽しい季節ですが、おぼれて救急搬送される事
故も、この時期に多くなります。

河川やプール等でおぼれる事故は、生命を脅かす事故となる
可能性が高いことから、十分な注意が必要です。

河川やプール等で水の事故を防ぐために
・ 小さい子供と一緒に水遊びする際は、子供から目を離さず、

保護者や大人が必ず付き添って遊びましょう。
・ 飲酒後や体調不良の時は遊泳を行わず、そのような人が遊泳

しようとしている時は、遊泳をやめさせましょう。
・ 海や河川では、気象状況に注意を払い、荒天時や天候不良が予

想される場合は、遊泳や川岸等でのレジャーを中止しましょう。
・ 海や河川では、ライフジャケットを着るなど、事故の未然防

止に努めましょう。

この二つをやってはいけない理由が、体が水面に対して垂直
になり、水面下に沈みやすくなるためです。冷静な判断が難し
くなる上、体が沈むことで水を吸い込んでしまい呼吸困難とな
ります。着衣のまま水難事故に遭遇するケースが多く、靴や洋
服を身に着けた状態で泳ぐことは至難の業です。

そんな緊急時に思い出してほしいのが

これらのことを覚えて、もしもの
ことの出来事に対応できるようにし
ていきましょう！

問	☎０９６７－６２－０１１０
	 通報・相談１１０

問	☎０９６７－６２－９０３４　火災・救急１１９

水難事故に遭わないために
■ 子供だけでの水遊びはさせないようにしましょう。
■ 子供から目を離さないようにしましょう。
■ 飲酒しての遊泳は絶対に行わないようにしましょう。
■ 浮き輪やロープ等の救命用具を準備しておきましょう。
■  釣りは、高波と足場に十分注意し、救命胴衣を着けま

しょう。
■  河川での水遊び中に天候や水量の変化に気が付いたら、

すぐに川から上がりましょう。

【溺れてしまった人の基本動作】
1　背浮きで呼吸を確保
2　身近な浮遊体で、浮き時間を伸ばす

【発見者・救助者の基本動作】
1　ペットボトルや靴、鞄等、浮力のある物を相手に投げる
2　 「子どもを見守る人」「通報する人」に分かれ消防119

番に通報
3　溺れてしまった人に声がけを忘れない

【溺れてしまったときにやってはいけないこと】
1　水面から顔を出し、息を吸おうと試みる
2　手を挙げて助けを試みる

おぼれた時の合言葉
「浮いて待て‼」「浮いて待て‼」
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